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穴窯に渦巻く、未知の景色への情熱。

大阪で生まれ育った青年が、やきものの産地・信楽で作掏を始め、

そこに埋もれていた多様な土に魅せられた。

この野生的で生命力に満ちた土の面白さを

そのまま生かしきる焼締めを作りたい。

自ら築いた穴窯だから起こせる炎と灰の複雑な現象の先へ。

土が灰を熔かし、灰が土を熔かし、瞼みつき合うように、

熔けた土の底から滲み出した貌（かお）が現れる。

見たことのない信楽土の景色、「熔変」だ。

一つの器体に宿る多彩な熔変、それを生むのは、

1300度という温度計の数値には表れない、作家の情熱。

この穴窯はまさに、篠原希そのものなのだろう。

穴窯へのあくなき探究心で進化を続ける

篠原希が創造する「信楽土の新たな世界」を

ぜひご高覧ください。
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